8-4-14　環境専門委員会

1. 環境専門委員会の予算

予算： 500,000円

2. 主な活動の記録
(1) 環境専門委員会の開催

委員会開催回数：6回

(2) 対外活動

a) 公共工事の環境負荷低減施策推進委員会

国土交通省主催「平成18年度公共工事の環境負荷低減施策推進委員会」に建コン代表の委員として参加した。

(3) 協会内活動

a) RCCM登録更新用CD-ROM教材の修正

RCCM登録更新用CD-ROM教材「建設環境」の項について、最新の基準改定や技術情報に照らして修正の必要性を精査した。修正必要箇所についてはＷＧで分担して修正作業を行い、CD-ROM専門委員会に提出した。

b) 契約約款研究会への参加・支援

契約約款研究会に委員１名を派遣するとともに、研究会が実施するアンケート調査（詳細版）の回答対象委員会として支援・協力を行った。

c) 白書WGへの参加・執筆

平成18年度白書WGに委員1名を派遣するとともに、「1-1-3すぐれた環境の保全と創生」について執筆を分担した。

d) 技術開発支援WGへの参加

技術開発支援WGの委員として、当専門委員会委員長が参加した。

(4) WG活動

当委員会では、3つのWGを設置してグループ活動を行っている。当年度の活動記録は次の各項のとおりであった。
a) 道路WG
第５回委員会において「環境に関する技術情報の勉強会」を主催した。国土交通省の「良好な沿道環境の保全・再生・創造と地球環境問題への対応」に係わる情報提供を行い、課題等について委員会内で意見交換を行った。
b) 河川WG

第２回委員会において「環境アセスメントのコミュニケーション技法」に関する研究事例について情報提供を行った。また第４回委員会において「環境に関する技術情報の勉強会」を主催し、「多自然川づくり基本方針」「河川景観ガイドライン」「ダム環境プロジェクト」等にに係わる情報提供を行い、課題等について委員会内で意見交換を行った。
c) 企画WG

第６回委員会において「IPCC第４次評価報告書・第１作業部会報告」および「ISO14001 自己適合宣言の動向」に関する情報提供を行い、委員会内で意見交換を行った。

(5) 講師派遣

「平成18年度　道路環境研修」（主催：国交省九州地方整備局）に4名の講師を派遣した。（平成18年10月）
担当した講習内容は、「動植物生態系環境保全の考え方」、「道路沿道環境における大気・騒音・振動」、「道路環境アセスメント調査　現場実習」であった。

3. 次年度の活動について
今年度の活動を継続実施する。またWG活動では、専門委員会内での情報提供だけでなく、協会内を広く対象とした講習会、研修会を主催していく予定である。

（環境専門委員会委員長　松本　泰人）












